
  ２０１４年８月２６日 

 

「世界柔道選手権」で近藤亜美選手が金メダル！ 

 
 

８月２５日(月)にロシア・チェリャビンスクで開催された「２０１４チェリャビンスク世界柔道

選手権大会」に当社女子柔道部(監督：柳澤 久)から近藤亜美選手（４８㎏級）が日本代表として

初出場し、金メダルを獲得しました。 

 

【大会結果詳細】 

女子４８kg級結果 

優 勝 近藤亜美選手（日本）     

  準優勝 パレト選手（アルゼンチン） 

  ３ 位 ブシャール選手（フランス） 

〃  ラボルデ選手（キューバ） 

 

＜試合内容＞※ＩＪＦ（国際柔道連盟）ランキングは大会出場時点です。 

 近藤亜美選手（ＩＪＦランキング１８位）は、初戦（２回戦）をシャヒン選手（トルコ／ 

 同２６位）に崩上四方固で一本勝すると、３回戦では昨年の世界チャンピオンのムンフバット 

 選手（モンゴル／同１位）に開始４０秒、払巻込で有効をとり、優勢勝しました。 

 続く準々決勝では、地元ロシアのクズネツォワ選手（同１１位）に崩上四方固と縦四方固の 

 合技で一本勝、準決勝でも、ラボルデ選手（キューバ／同５位）に得意の払腰と袈裟固で一本 

 勝しました。 

 迎えた決勝戦では北京オリンピック銅メダリストのパレト選手（アルゼンチン／同１２位）に 

 対して、積極的に攻め続け、指導２により優勢勝し、初出場で金メダルを獲得しました。 

 １０代での金メダル獲得は、日本女子柔道史上３人目の快挙です。 

以上 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

          

 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

決勝戦で積極的に攻め続ける近藤選手 

（写真：アフロスポーツ） 

金メダルを胸に、笑顔の近藤選手 

（写真：アフロスポーツ） 

 


